
個別施策 担当課 シート名

大人の本気ダンス伝道師の新規認定者数 高齢者福祉課（地域支援係） ①

シルバー人材センター会員数
（年間合計）

高齢者福祉課（地域支援係） ②

一般介護予防事業（大人の充活！ワンコイントレーニング）
の延べ参加者数

高齢者福祉課（地域支援係） ③

一般介護予防事業（地域サロン等応援事業）延べ参加者数 高齢者福祉課（地域支援係） ④

通いの場延べ参加者数 高齢者福祉課（地域支援係） ⑤

もーやっこサポート事業登録者数（累積） 高齢者福祉課（地域支援係） ⑥

居住支援協議会を通じた住まいに関する相談件数における
マッチング件数の割合

高齢者福祉課（地域支援係） ⑦

生活支援コーディネーターによる地域の新規居場所把握件数 高齢者福祉課（地域支援係） ⑧

見守りネットワーク協定締結事業者数（累積） 高齢者福祉課（地域支援係） ⑨

地域ケア会議開催数（年間合計） 高齢者福祉課（地域支援係） ⑩

認知症サポーター養成講座（地域包括支援センター主催）新
規受講者数

高齢者福祉課（地域支援係） ⑪

地域はつらつ講座延べ参加者数 高齢者福祉課（地域支援係） ⑫

もーやっこネットワークシステム登録記事数（累積） 高齢者福祉課（地域支援係） ⑬

在宅医療・介護の出前講座の延べ参加者数 高齢者福祉課（地域支援係） ⑭

介護サービス相談員派遣回数（年間合計） 高齢者福祉課（指導監査係） ⑮

運営指導実施回数（年間合計） 高齢者福祉課（指導監査係） ⑯

介護予防・生活支援員新規養成者数 高齢者福祉課（地域支援係） ⑰

＜評価の手順＞

基本目標３　住み慣れた地域における生活の継続支援

基本目標５　認知症の早期対応と共生社会をめざす施策の推進

基本目標７　介護保険事業の円滑な実施

基本目標４　つながり支え合い、尊厳を持って暮らせる地域社会の実現

基本目標１　高齢者が生きがいを持って活躍できる社会の実現

基本目標２　積極的な健康づくりと介護予防の推進

基本目標６　安心できる医療と介護の連携

１．各指標の評価

（事務局）

２．大見出しの評価

（評価委員会）
３．全体の評価

資料４



 

 

 

1.第９期瀬戸市高齢者福祉計画・介護保険事業計画全体評価表（令和７年度年間評価） 

 

評価項目 総合評価 

基本目標１  

高齢者が生きがいを持って活躍できる社会の実現 
B 

基本目標２  

積極的な健康づくりと介護予防の推進 
B 

基本目標３  

住み慣れた地域における生活の継続支援 
B 

基本目標４  

つながり支え合い、尊厳を持って暮らせる地域社会

の実現 

C 

基本目標５  

認知症の早期対応と共生社会をめざす施策の推進 
C 

基本目標６  

安心できる医療と介護の連携 
B 

基本目標７  

介護保険事業の円滑な実施 
A 

 

   

 

 

 

 

 

担当部署評価  

令和７年度年間評価において、各事業は方法を工夫しながら、事業の周知に努め、参加

者及び利用者等の増加に向けて尽力した。目標値に達することができない事業もみら

れたが、関係機関・協力者等の協力を得ながら事業を実施できた。令和８年度は、第９

期計画の総評価を実施しながら、令和９年度を始期とする第１０期計画策定に向けて必

要な事業の確認及び事業内容の見直し等も検討していく。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 優れた創意工夫等を行い、目覚ましい効果を上げることができた 

Ｂ 創意工夫等を行い、一定程度の効果を上げることができた 

Ｃ 課題解決に向け、改善に取り組んでいるが不十分である 

Ｄ 課題が解決されず、効果が上がっていない 

全体評価 
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2.現状分析（地域分析に係る基礎分析資料）と「第９期計画」の関係について 

現状分析（地域分析） 基本目標（第 9期計画） 

８５歳以上の人口が２０３５年頃まで増加 ①～⑥ 

保険料基準額（準備基金取崩前）が愛知県よりやや低い水準 

（介護給付費や認定率が愛知県よりもやや低い） 
②、⑦ 

認定者数の増加 ②～⑦ 

施設、居住系サービスの給付が少ない ③、④、⑦ 

訪問介護の利用率・受給者１人あたりの給付月額が高い ③、⑦ 

通所リハビリテーションの利用率が低い（事業所が少ない） 今後の課題 

 

【参考】 第９期計画基本目標 

①高齢者が生きがいを持って活躍できる社会の実現 

②積極的な健康づくりと介護予防の推進 

③住み慣れた地域における生活の継続支援 

④つながり支え合い、尊厳を持って暮らせる地域社会の実現 

⑤認知症の早期対応と共生社会をめざす施策の推進 

⑥安心できる医療と介護の連携 

⑦介護保険事業の円滑な実施 

 

 

 

 

評価委員会評価 

全体的に創意工夫や新しい視点を取り入れる点が見受けられる。今までの反省点から

来年度新たな工夫をしながらの取組に期待したい。 

各講座において、市民にとって、各講座開催の周知だけでなく、講座内容の記載方法に

ついても再考し、対象となる方や、情報を求めている方に対し、さらに分かりやすく周

知できるように努めてほしい。 

令和８年度は、第９期計画として課題を改善したものと、第１０期へ継続していく課題に

ついて把握していく。 

第１０期における年間目標値の設定において、令和６～８年度の３年かけて基準値の１割

増を目標とするような目標値設定根拠となる事業が多くみられるが、適切な目標値の

設定について判断いただきたい。また、長期目標を立て、変化に対応できるような目標

にしていただきたい。 

 


